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平成27年度

那須烏山市まちづくり団体支援事業報告
　市では、　人以上で構成するボランティア団体やNPO法人などが、地域資源を活用し、住みよい環境、5
活力ある地域社会づくりに新たに取り組む場合「まちづくり団体支援事業」として、活動を支援しています。
　これは、市民の連帯強化、地域振興を目的とする地域振興基金の運用益を活用し、行政と市民の協働に
よるまちづくりを推進するための支援制度です。支援の内容は、地域課題を解決するための事業に必要な
経費の補助や側面的な支援等です。
　平成27年度に採択となった　団体の取り組みを紹介します。5

事業名：市民に広げよう　歌声のＷＡ♪事業
　合唱、歌を通して、市の活性化に寄与した。ホラホラ体操を仕上
げ、コンサート時に発表。みんなで歌いながら体を動かし心と体を
元気にすることを目的に様々な活動を実施した。
【主な内容】南那須地区音楽祭参加、商工会まつり参加、クリスマス
会の開催、ミニコンサートの開催

歌えバンバン（滝沢ミサ子代表）

事業名：那須烏山市桜並木鉄道事業
　JR烏山線と那須烏山市の観光をテーマにしたイメージ画コンテ
ストなどを行い、JR烏山線及び那須烏山市が大勢の注目を集めた。
また、継続して市内に場所を広げて桜の苗木を植える活動も実施した。
【主な内容】烏山線イメージ画コンテスト、桜を植える場所の確保、
プランターの設置

烏山線桜並木鉄道大作戦実行委員会（小堀恵美子代表）

事業名：NASUKARASU・JAZZ・ACTION
　ジャズを通して、市内外の観客、演奏者が音楽を楽しむことがで
きる場の提供の推進や、福祉施設で演奏会を開催。また、JAZZと
言う外国音楽を通じて、市の活性化に貢献した。
【主な内容】山あげ祭・いかんべ祭での演奏出演、春のBBQコン
サート、福祉施設での演奏会

石の蔵ジャズ市民交流会（土谷長男代表）

事業名：那須烏山市山あげカップ軟式野球大会
　野球を通じて、近隣市町との交流・連携を図り、野球の普及と競
技力の向上、選手の育成に貢献した。
【主な内容】山あげカップ軟式野球大会、野球ルール勉強会、野球実
技審判講習会

那須烏山市野球連盟（大橋光一代表）

事業名：ふる里の民話を生かしてまちづくり
　民話を通して世代間交流・地域交流を取り入れ、那須烏山市の魅
力発信に大いに貢献した。
【主な内容】「那須烏山の民話」の発刊準備、語りの会の発表会、各種
施設での発表、イベントへの参加、民話発祥の地を巡るバスツアー

烏山語りの会（大喜正昭代表）
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5
月　

日
松
・　

日
掌
、大
桶
運
動
公

21

22

園
で
、「
八
溝
そ
ば
街
道
そ
ば
ま
つ
り
」

が
開
か
れ
、県
内
外
か
ら
訪
れ
た
2
万

7
千
人
が
、八
溝
の
そ
ば
を
味
わ
い
ま

し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、八
溝
の
そ
ば
を

全
国
に
発
信
し
よ
う
と
、八
溝
そ
ば
街

道
推
進
協
議
会
そ
ば
ま
つ
り
実
行
委
員

会（
棚
橋
誠
一
郎
委
員
長
）が
開
い
て
い
る

も
の
で
、今
年
で
6
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

会
場
に
は
、八
溝
そ
ば
街
道
推
進
協

議
会
加
盟
店　

店
舗
を
は
じ
め
、日
光

12

例
幣
使
そ
ば
街
道
日
光
そ
ば
手
打
ち
の

会
や
、ご
当
地
グ
ル
メ　

店
舗
が
出
店
。

26

会
場
中
央
に
設
け
ら
れ
た
飲
食
ス
ペ
ー

ス
で
は
、そ
ば
は
も
ち
ろ
ん
、ピ
ザ
や
焼

き
鳥
、デ
ザ
ー
ト
な
ど
を
美
味
し
そ
う
に

頬
張
る
来
場
者
の
姿
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、そ
ば
打
ち
道
具
店
や
農

産
物
直
売
所
の
出
店
、素
人
そ
ば
打
ち

教
室
な
ど
も
行
わ
れ
、大
勢
の
人
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。ま
た
、特
設
ス
テ
ー
ジ

で
は
、歌
や
踊
り
、バ
ン
ド
演
奏
、と
ち

ま
る
く
ん
・
八
溝
そ
ば
街
道
4
市
町
・
宇

都
宮
大
学
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

シ
ョ
ー
な
ど
が
披
露
さ
れ
、会
場
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　

3
家
族　

人
で
訪
れ
た
と
い
う
、宇

10

都
宮
市
の
後
藤
亜
津
子
さ
ん
は
、「
那
須

烏
山
市
が
実
家
で
、毎
年
、実
家
の
家
族

と
来
て
い
る
。そ
ば
好
き
の
子
ど
も
た

ち
も
喜
ん
で
い
る
の
で
、ま
た
来
年
も

来
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

⑤̝ 

2
万
7
千
人
が
八
溝
の
そ
ば
を
味
わ
う

　

那
須
烏
山
市
ま
ち
づ
く
り
研
究
会

（
福
島
二
朗
会
長
）で
は
、4
月　

日　

か

29

（金・祝）

ら
5
月　

日
掌
に
か
け
て
、「
第
9
回
鯉

22

の
ぼ
り
ま
つ
り
」を
開
き
ま
し
た
。

　

期
間
中
に
は
、清
水
川
せ
せ
ら
ぎ
公

園
、龍
門
の
滝
、　

大
金
駅
前
、山
あ
げ

JR

会
館
の
芝
生
公
園
に
約
3
0
0
匹
の
鯉

の
ぼ
り
が
設
置
さ
れ
、地
域
住
民
や
観

光
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、そ
ば
ま
つ
り
の
2
日
間
、会
場

内
で
鯉
の
ぼ
り
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

国
の
選
択
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る

「
烏
山
和
紙
」を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
鯉

の
ぼ
り
の
制
作
体
験
が
行
わ
れ
、始

ま
っ
て
早
々
に
順
番
待
ち
が
で
き
る
ほ

ど
の
人
気
ぶ
り
で
し
た
。さ
ら
に
、　

日
21

松
に
は
、内
田
美
希
子
さ
ん
に
よ
る「
人

材
育
成
の
天
才
・
江
戸
の
イ
ク
メ
ン『
二

宮
金
次
郎
』」と
題
し
た
紙
芝
居
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、イ
ベ
ン
ト
時
に
は
、同
研
究
会

に
所
属
す
る
足
利
工
業
大
学
、宇
都
宮

共
和
大
学
、白
鴎
大
学
、烏
山
高
校
の
学

生
約　

人
と
4
人
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

40

ア
が
、鯉
の
ぼ
り
ま
つ
り
の
運
営
や
会

場
の
清
掃
美
化
活
動
な
ど
に
努
め
ま
し

た
。

大
人
気
！
和
紙
鯉
の
ぼ
り
制
作
に
子
ど
も
た
ち
が
夢
中

⑦和紙の鯉のぼり制作に夢中　⑧
紙芝居を見入る子どもたち　⑨会
場の美化清掃に取り組んだ烏山高
生のボランティアスタッフ。

①そば打ちに興味津々の来場者　②会場は家族連れでいっぱいに　③そば打ち道具店
で品定め　④そば生産者組合による寒ざらしそば粉の販売　⑤盛り上がりをみせたス
テージイベント（NOZOMIちゃんバンドより）　⑥ご当地グルメコーナーもにぎわう。

⑥̝ 

③̝ 

④̝ 

①̝ 

②̝ 

⑦̝ 

⑧̝ 

⑨̝ 
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こ
ど
も
の
日
の
5
月
5
日　
、山
あ
げ

（木・祝）

会
館
周
辺
で
、「
烏
山
の
山
あ
げ
行
事
」が

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
る

こ
と
を
祈
念
し
て「
ち
び
っ
こ
夢
フ
ェ
ス

タ（
同
実
行
委
員
会
主
催
）」が
開
か
れ
、約
3

千
人
の
家
族
連
れ
が
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
の
1
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

会
場
に
設
け
ら
れ
た
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

は
、山
あ
げ
保
存
会
芸
能
部
会
に
所
属
す

る
子
ど
も
た
ち
に
よ
る「
こ
ど
も
歌
舞
伎
」

が
行
わ
れ
、山
あ
げ
祭
の
演
目
で
お
馴
染

み
の「
蛇
姫
様
」が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。そ

の
ほ
か
、市
内
の
中
・
高
生
に
よ
る
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
演
奏
、栃
木
県
の
ア
イ
ド
ル「
と
ち

お
と
め　

」や
、と
ち
ぎ
未
来
大
使
で
シ
ン

25

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の「
え
り
の
あ
」の

ミ
ニ
ラ
イ
ブ
な
ど
が
行
わ
れ
、会
場
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、ち
び
っ
こ
広
場
で
は
、ち
び
っ
こ

消
防
隊
や
鯉
の
ぼ
り
制
作
、デ
ィ
ン
プ
ル

ア
ー
ト
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
が
並
び
、に
ぎ
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、特
産
物
コ
ー
ナ
ー
で
は
、ふ
る
さ

と
応
援
隊
に
よ
る
新
鮮
な
地
元
野
菜
や
加

工
品
な
ど
が
直
売
さ
れ
、正
午
頃
に
は
完

売
す
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　

子
ど
も
を
連
れ
て
訪
れ
た
と
い
う
小
口

亜
紀
子
さ
ん（
興
野
）は
、「
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
に
自
宅
か
ら
近
い
と
こ
ろ
で
イ

ベ
ン
ト
が
あ
る
の
は
嬉
し
い
。子
ど
も
た

ち
も
た
く
さ
ん
遊
べ
て
楽
し
そ
う
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

3
千
人
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
み
せ
る

■
ナ
ス
カ
ラ
市
場
1
周
年
感
謝
祭

　

4
月　

日　
か
ら
5
月
5
日　
に
か

29

（金・祝）

（木・祝）

け
て
、大
金
駅
前
観
光
交
流
施
設
で「
ナ

ス
カ
ラ
市
場
1
周
年
感
謝
祭
」が
行
わ

れ
、ス
ノ
ー
ド
ー
ム
作
り
、オ
リ
ジ
ナ
ル

マ
グ
カ
ッ
プ
作
り
と
い
っ
た
各
種
体
験

コ
ー
ナ
ー
や
駄
菓
子
つ
か
み
ど
り
な
ど

多
彩
な
催
し
で
多
く
の
地
域
住
民
や
観

光
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

3
日　
に
行
わ
れ
た
ハ
ン
ド
メ
イ
ド

（火・祝）

市
で
は
、ナ
ス
カ
ラ
市
場
に
出
店
し
て

い
る
8
人
の
作
家
さ
ん
が
手
作
り
で
制

作
し
た
バ
ッ
ク
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど

2
0
0
点
を
超
え
る
作
品
が
並
び
、こ

ち
ら
も
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

■
山
野
草
と
花
木
の
展
示
会

　

5
月
3
日　
か
ら
5
日　
に
か
け
て
、

（火・祝）

（木・祝）

龍
門
ふ
る
さ
と
民
芸
館
で
野
上
趣
味
の

会
・
八
溝
山
野
草
愛
好
会
に
よ
る「
山
野

草
と
花
木
の
展
示
会
」が
開
か
れ
、約
2

0
0
点
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、屋
外
で
は
や
き
と
り
や
か
き
氷

の
販
売
が
行
わ
れ
、観
光
客
を
も
て
な

し
ま
し
た
。

G
W
イ
ベ
ン
ト
ト
ピ
ッ
ク
ス
！

⑥̝ ⑤̝ ④̝ 

①̝ 

②̝ 

③̝ 

「烏山の山あげ行事」ユネスコ無形文化遺産登録祈念イベント

ちびっこ夢フェスタを初開催☆
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米作りのベテランに植え方を教わる児童米作りのベテランに植え方を教わる児童。。

⑦̝ 

⑧̝ 

①市内で初披露となった「こども歌舞伎」　
②烏山中学校の生徒によるブラスバンドの
演奏　③えりのあライブ　④子どもたちが
消防隊を体験　⑤バルーンアートを楽しむ
家族連れ　⑥鯉のぼり制作も大盛況　⑦大
勢の人でにぎわったちびっこ広場　⑧ふる
さと応援隊による地元野菜の直売。

GWはイベント
盛りだくさん！

様々な催しが行われたナスカラ市場。

山野草の愛好者が集った展示会。

　七合会（木村保司会長）と大桶
地域みどり保全会（木村義二会
長）では、大桶下地区内の田ん
ぼで、5月29日掌、恒例のどろん
こ田んぼ体験事業の一環で古
代米の田植え体験を行いました。
　体験には、ボーイスカウト
やガールスカウト、若鮎クラ
ブ、桔梗寮の子どもたちなど
約180人が参加。子どもたちは、
泥に足をとられながらも古代
米の苗を丁寧に植えていまし
た。その後行われた魚のつか
み取りでは、那珂川中央漁業
協同組合（松本國夫組合長）の協

子どもたちが農業体験

　　月　日捷、烏山小の　年5 9 5
生78人が、神長の岡崎新一さ
んの水田で田植え体験をし、
米物語神長協賛会（大野英夫会
長）らの指導により、　アール5
の水田に約9000株の苗が植え
られました。

力により、ニジマス約350匹が提供され、水田に放流された魚を袋いっぱ
いに捕まえる子どもたちの姿が見られました。また、昼食には、七合地区
食生活改善推進員や七合公民館活動運営委員などにより、昨年収穫した古
代米で作ったおにぎりや地元の野菜を使用した豚汁などが振る舞われました。

烏山小5年生が田植えを体験

　これが初めての田植えという児童も多く、田んぼに入るのも恐る恐る。
しかし、徐々に慣れてくると泥だらけになりながらも素早く苗を植える
姿が見られました。
　夏から秋にかけては、生育観察会や稲刈り、脱穀体験が行われます。

小さな手で一生懸命に苗を植える園児小さな手で一生懸命に苗を植える園児。。

　　月12日昭、つくし幼稚園5
の年長組の園児40人、　月255
日昌にはにこにこ保育園の年
長組の園児33人が市青少年ク
ラブ協議会（船山瑛子会長）の指
導でサツマイモの苗植えをし
ました。 

園児たちがサツマイモの苗植えに挑戦

　これは、体験を通して農業を身近に感じてもらおうと、園児たちに対し
て同協議会が毎年行っているもの。園児たちは、慣れない手つきながらも
同協議会会員の大野博康さんが管理する大桶の畑でサツマイモの苗を懸
命に植えました。

どろんこ田んぼで古代米の田植え

180人が一斉に田植えを体験180人が一斉に田植えを体験。。

｢とったよー！｣とカメラマンに笑顔｢とったよー！｣とカメラマンに笑顔。。
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旭
1
丁
目
の
池
澤
進
さん

春
の
叙
勲
で
瑞
宝
双
光
章

学
校
教
諭
と
な
って
以
来
、武
茂
小
、烏
山

中
の
校
長
を
歴
任
。そ
の
後
も
、平
成　
27

年
3
月
ま
で
那
須
烏
山
市
教
育
長
や
栃

木
県
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
市
教

育
長
部
会
の
会
長
を
務
め
る
な
ど
半
世

紀
に
わ
た
り
、教
育
の
道
を
進
み
ま
し
た
。

　

特
に
、教
育
長
と
し
て
は
、少
子
高
齢

化
に
伴
う
複
式
学
級
な
ど
が
見
込
ま
れ

る
学
校
を
解
消
す
る
た
め
の
、統
廃
合

を
進
め
た
ほ
か
、児
童
・
生
徒
の
学
力
保

障
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め
、各
小

中
学
校
に
学
校
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
、I
C
T
教
育
の
充
実
を
図
る

他
、学
校
教
育
・
社
会
教
育
な
ど
の　

年
10

後
を
見
据
え
た
那
須
烏
山
市
教
育
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、施
策
を
実
行
す

る
な
ど
、本
市
の
教
育
振
興
に
大
い
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

池
澤
さ
ん
は
、「
受
章
で
き
た
の
も
学

校
の
先
生
方
や
議
会
、地
域
住
民
の
み

な
さ
ん
の
お
か
げ
。学
生
の
み
な
さ
ん

に
は
、学
力
は
夢
を
叶
え
る
ツ
ー
ル
と

し
て
学
ぶ
こ
と
を
大
切
に
し
て
ほ
し

い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

受章した池澤さん受章した池澤さん。。

両市の祭り関係者などが参加した設立総会。

　

春
の
叙
勲
が
昭
和
の
日
の
4
月　
29

日　
に
発
表
さ
れ
、本
市
か
ら
は
、旭

（金・祝）
1
丁
目
の
池
澤
進
さ
ん
が
瑞
宝
双
光

章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

池
澤
さ
ん
は
、昭
和　

年
に
公
立
小

39

本
市
と
鹿
沼
市
で「
地
域
文
化
活
用
促
進
協
議
会
」を
設
立

祭
り
か
ら
ま
ち
に
に
ぎ
わ
い
と
活
気
を

　

協
議
会
で
は
、会
長
に
佐
藤
信
鹿
沼

市
長
、副
会
長
に
大
谷
範
雄
那
須
烏
山

市
長
が
選
ば
れ
、実
働
組
織
の
地
域
文

化
活
用
促
進
委
員
会
も
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
後
は
、総
会
に
も
出
席
し
た
鹿
沼

い
ま
み
や
付
け
祭
り
保
存
会
、烏
山
山

あ
げ
保
存
会
な
ど
両
市
の
祭
り
関
係
者

を
は
じ
め
、商
工
会
議
所
や
商
工
会
、農

業
協
同
組
合
、金
融
機
関
な
ど　

団
体

20

　

人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

35使
っ
た
P
R
を
行
い
ま
す
。ま
た
、都
内

バ
ス
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
広
告
、両
市
共
同

に
よ
る
映
像
作
品
の
製
作
や
那
須

シ
ョ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
「
烏
山
の
山
あ
げ
行
事
」、「
鹿
沼
今

宮
神
社
祭
の
屋
台
行
事
」の
ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
の
登
録
を
控
え
る

本
市
と
鹿
沼
市
で
は
、イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
や
観
光
振
興
を
目
的
と
し
、

4
月　

日
昭
、鹿
沼
市
の
市
民
文
化

28

セ
ン
タ
ー
で「
地
域
文
化
活
用
促
進
協

議
会
」の
設
立
総
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
、国
の
地
方
創
生

加
速
化
交
付
金
の
広
域
連
携
事
業
と

し
て「
下
野
の
国
二
大
祭
り
×
2
＝

ま
ち
の
賑
わ
い
∞（
む
げ
ん
だ
い
）プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、両
市
の
関
係
機
関
・
団
体
に
よ

り
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

へ
の
出
品
、両
市
の
特
産
品
を
用
い
た

コ
ラ
ボ
商
品
の
開
発
、外
国
人
観
光
客

獲
得
の
た
め
の
外
国
語
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

作
成
な
ど
を
共
同
で
行
う
予
定
で
す
。

はりか山に和紙をはり重ねる若衆はりか山に和紙をはり重ねる若衆。。

山に絵を描き入れる中西さん山に絵を描き入れる中西さん。。

　

7
月　

日
晶

か
ら　

日
掌

ま
で
開
催
さ
れ
る「
山
あ
げ

22

24

祭
」に
向
け
、今
年
の
当
番
町「
金
井
町
」の
若
衆
が
着
々
と

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

準
備
会
場
の
山
あ
げ
烏
章
館
で
は
、同
町
の
若
衆
ら
約

　

人
が
2
月
下
旬
か
ら「
は
り
か
山
」の
和
紙
の
張
り
替
え

20な
ど
を
開
始
。4
月
下
旬
か
ら
は
、和
紙
を
は
り
終
え
た
山

に
山
水
な
ど
の
絵
を
描
き
入
れ
る
作
業
が
、市
内
で
看
板

店
を
営
む
中
西
南
さ
ん
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

木
頭
を
務
め
る
関
澤
智
さ
ん
は
、「
当
番
町
と
し
て
祭
を

こ
の
メ
ン
バ
ー
で
担
当
す
る
の
は
6
年
に
1
度
。ベ
ス
ト

を
尽
く
し
、み
ん
な
が
楽
し
め
る
悔
い
の
残
ら
な
い
祭
に

し
た
い
」と
意
気
込
み
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

今年の当番町は「金井町」

山あげ祭の準備着々と
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第62回

　高さ約70ｃｍ、口径約40ｃｍの大型
の 甕 です。棒状の道具により、表面全体

かめ

に縦線が施され、 頚  部 と胴部には粘土
けい ぶ

を紐状に貼り付け、連続的な楕円形の
 文  様 が押されています。一般的な縄文
もん よう

土器のイメージとは異なり、縄目の文
様がありませんが、縄文時代中期頃（約
4500年前）に、中部地方を中心に繁栄し
た 曽  利  式 土器と呼ばれる文化圏の影響

そ り しき

を受けて作られています。
　遥か昔、この地域に住んでいた縄文
の人々が、遠方の人々と盛んに交流を
行っていたことを示す貴重な資料です。

市
指
定
有
形（
工
芸
品
）

 
縄  
文  
土  
器 

じ
ょ
う 
も
ん 

ど 

き

（
向
田
・ 
滝  
川  
前  
遺  
跡 
出
土
）

た
き 
が
わ 
ま
え 

い 

せ
き

南
那
須
公
民
館
講
座

合
同
開
講
式
を
開
催
合
同
講
座
で
歯
の
健
康
考
え
る

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、5
月　

日
20

晶
、南
那
須
公
民
館
で
平
成　

年
度

28

「
南
那
須
公
民
館
講
座
合
同
開
講
式
・

第
1
回
合
同
講
座
」を
開
き
、約　

人
30

上
：
講
座
の
特
色
な
ど
を
紹
介
。

下
：
櫻
岡
さ
ん
に
よ
る
合
同
講
座
。

登
下
校
に
気
を
つ
け
て
！

小
学
1
年
生
に
交
通
安
全
人
形
を
寄
贈

　

交
通
安
全
母
の
会（
柳
田
京
子
会
長
）で
は
、

4
月　

日
晶
、烏
山
公
民
館
で「
交
通
安
全

22

人
形
」約
3
0
0
体
を
小
学
1
年
生
全
員

に
贈
り
ま
し
た
。

　

こ
の
人
形
は
、地
元
産
の
烏
山
和
紙
を

使
っ
て
同
会
の
会
員
全
員
で
一
つ
ひ
と
つ

手
作
り
し
た
も
の
。寄
贈
は
、　

年
以
上
前

25

か
ら
継
続
さ
れ
、各
校
の
交
通
安
全
教
室

な
ど
の
際
に
、子
ど
も
た
ち
に
手
渡
さ
れ

ま
す
。柳
田
会
長
は
、「
小
学
校
に
入
学
し

た
1
年
生
が
安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う
に

願
っ
て
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

教育委員会へ交通安全人形を寄贈教育委員会へ交通安全人形を寄贈。。

の
受
講
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
合
同
開
講
式
は
、各
種
講
座

の
内
容
を
多
く
の
市
民
に
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
、学
習
意
欲
の
向
上
、情

報
の
共
有
、情
報
交
換
の
機
会
を
設

け
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
毎
年

行
っ
て
い
る
も
の
。各
講
座
の
特
色

や
概
要
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
く
合
同
講
座
で
は
、栃
木
県
歯

科
衛
生
士
会
県
北
支
部
長
の
櫻
岡
美

穂
さ
ん
を
講
師
と
し
て
迎
え
、「
わ
た

し
の 
健  
口 
、み
ん
な
の
幸
せ
」を
テ
ー

け
ん 
こ
う

マ
に
、歯
が
健
康
で
い
ら
れ
る
秘
訣

や
歯
周
病
の
恐
ろ
し
さ
、正
し
い
歯

の
磨
き
方
な
ど
の
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

東
大
会
止
ま
り
な
の
で
、今
年
は
全
国
大

会
に
出
場
し
た
い
。ま
ず
は
県
大
会
で
優

勝
を
目
指
し
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

南
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防

本
部
で
は
、6
月
下
旬
に
行
わ
れ
る「
栃
木

県
消
防
救
助
技
術
大
会
」に
向
け
て
の
訓

練
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

4
月　

日
捷

に
は
、那
須
烏
山
消
防
署

25

で
、鹿
沼
市
消
防
本
部
、常
陸
太
田
市
消
防

本
部
と
3
地
区
合
同
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、設
備
の
整
っ
た
那
須
烏
山
消
防

署
で
の
合
同
訓
練
を
両
消
防
本
部
が
持
ち

か
け
て
実
現
し
た
も
の
。当
日
は
、は
し
ご

登
は
ん
や
応
用
登
は
ん
な
ど
を
大
会
に
向

け
て
訓
練
し
、互
い
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

図
り
ま
し
た
。

　

ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
救
出
に
出
場
す
る
平

野
悦
之
さ
ん（
野
上
）は
、「
2
年
連
続
で
関

合同訓練に励む隊員たち。

南
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

消
防
救
助
技
術
大
会
に
向
け
訓
練
が
本
格
化
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唄
や
舞
踊
な
ど
の
愛
好
会
で
あ
る

「
那
須
烏
山
市
歌
謡
協
会（ 
田
悦
男

会
長
）」と「
烏
山
地
区
民
俗
文
化
奉

仕
協
会（
川
俣
仲
会
長
）」が
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
発
表
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

4
月　

日
掌

に
は
、大
金
グ
ラ
ン

24

ド
ホ
テ
ル
で
歌
謡
協
会
に
よ
る「
桜

　

那
須
烏
山
市
文
化
協
会（
大
森
茂
宏
会

長
）に
よ
る
芸
能
発
表
会
が
、5
月　

日
13

晶
、烏
山
公
民
館
で
開
か
れ
、地
域
住
民

な
ど
約　

人
が
発
表
を
楽
し
み
ま
し
た
。

50

こ
の
発
表
会
は
、同
協
会
の
総
会
後
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
開
催
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

当
日
は
、烏
山
紙
す
き
唄
保
存
会
に

よ
る
民
舞
や
、那
須
烏
山
尺
八
愛
好
会

に
よ
る
尺
八
の
演
奏
、日
本
民
謡
栄
作

会
に
よ
る
民
謡
が
披
露
さ
れ
、観
客
か

ら
は
大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

文
化
協
会
で
芸
能
発
表
会

練
習
の
成
果
を
発
揮（
尺
八
愛
好
会
よ
り
）。

ま
つ
り
」が
開
か
れ
、　

組
が
参
加
し
ま

93

し
た
。5
月　

日
掌
に
は
、烏
山
公
民
館

22

で
民
俗
文
化
奉
仕
協
会
が「
あ
や
め
ま

つ
り
」を
開
き
、　

組
が
発
表
し
ま
し
た
。

90

　

発
表
会
で
は
、大
勢
の
観
客
の
前
で

市
内
の
会
員
な
ど
が
唄
や
舞
踊
、詩
吟

な
ど
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま

し
た
。

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
で
集
ま
っ
た
収
益
金

は
、歌
謡
協
会
が
3
万
円
、民
俗
文
化
奉

仕
協
会
が
5
万
6
4
5
2
円
で
し
た
。

な
お
、こ
の
収
益
金
は
、す
べ
て
社
会
福

祉
協
議
会
に
寄
付
さ
れ
、福
祉
の
場
で

活
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

上：桜まつり／下：あやめまつり。

チャリティー発表会

さくらまつり
と

あやめまつり

　

烏
山
線
沿
線
ウ
ォ
ー
ク

烏
山
線
沿
線
ウ
ォ
ー
ク
にに　

人人

JRJR

231231

楽ら
く

笑
長
生
き
教
室

し
ょ
う

　

5
月　

日
昌
、今
年
度
1
回
目
の「
楽

18

笑
長
生
き
教
室
」が
、総
合
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、高
齢
者
が
元
気
に
過

ご
す
た
め
に
正
し
い
運
動
や
食
事
習
慣

を
身
に
付
け
、日
常
生
活
で
実
践
で
き

る
よ
う
に
開
い
て
い
る
も
の
で
す
。運

動
指
導
士
に
よ
る
筋
肉
維
持
の
た
め
の

運
動
、歯
科
衛
生
士
に
よ
る
口
腔
機
能

の
確
認
や
口
腔
体
操
、栄
養
士
に
よ
る

低
栄
養
改
善
指
導
を
1
教
室　

回
で
4

12

ク
ー
ル
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

当
日
、参
加
し
た　

人
は
会
話
し
な

20

が
ら
運
動
を
楽
し
み
、日
頃
の
運
動
不

足
が
解
消
で
き
た
よ
う
で
す
。

イ
ス
ウ
ル
友
の
会
で
か
ら
だ
元
気
教
室

　

那
須
烏
山
市
イ
ス
ウ
ル
友
の
会（
飯

田
律
子
代
表
）で
は
、「
か
ら
だ
元
気
教

室
」を
開
い
て
い
ま
す
。同
会
の
会
員
は

現
在　

人
。毎
月
1
回
、体
操
や
料
理
、

92

手
芸
な
ど
を
開
き
、地
域
住
民
の
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

5
月　

日
昇
に
烏
山
体
育
館
で
行
わ

24

れ
た
教
室
で
は
、運
動
指
導
士
を
招
き
、

体
操
を
中
心
に
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら

身
体
を
動
か
し
ま
し
た
。

◇

■
問
合　

健
康
福
祉
課

緯
0
2
8
7－

　

－

7
1
1
5

88

教
室
や
講
座
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

健
康
第
一！
自
分
の
健
康
は
自
分
で

　

市
で
は
、高
齢
者
が
健
康
で
い
き
い
き
と
過
ご
す
た
め
に
様
々
な
教
室
や
講
座
な

ど
を
開
い
て
い
ま
す
。そ
の
中
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、興
味
が
あ
る
人
は
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

楽笑長生き教室。

からだ元気教室。
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烏
山
線
桜
並
木
鉄
道
大
作
戦
実
行
委

員
会（
小
堀
恵
美
子
代
表
）で
は
、4
月　
29

日　

か
ら
6
月　

日
昭

に
か
け
て
、　

（金・祝）

30

JR

東
日
本
大
宮
支
社
と
協
力
し
、烏
山
線

を
走
る
ア
キ
ュ
ム
や
キ
ハ　

と
子
ど
も

40

た
ち
が
自
慢
し
た
い
那
須
烏
山
市
の
自

然
や
祭
、食
べ
物
を
描
い
た
絵
画
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、同
実
行
委
員
会
が
子
ど
も

た
ち
に
郷
土
愛
を
育
ん
で
も
ら
お
う
と
、

市
内
の
小
学
生
に
応
募
し
た「
ア
キ
ュ

ム
に
乗
っ
て
那
須
烏
山
に
お
い
で

よ
！
」の
作
品
で
、5
3
7
点
あ
っ
た
応

募
の
う
ち
、上
位
入
賞
し
た　

点
が
ア

58

七
合
小
で
ひ
と
足
早
い
運
動
会

キ
ュ
ム
車
内
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、最
優
秀
賞
に
は
、烏
山
中
1

年（
選
考
時
烏
山
小
6
年
）の
後
藤
春
妃

さ
ん（
南
1
丁
目
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

那
須
烏
山
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

チ
ー
ム
龍
J
I
N（
小
堀
恵
美
子
代
表
）

で
は
、4
月　

日
松
、烏
山
高
校
福
祉

30

委
員
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

の
生
徒
、栃
木
県
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

連
盟
第　

団
の
子
ど
も
た
ち
な
ど
と

14

協
力
し
、市
内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
、熊
本
県
を
震
源
と
し
た

地
震
に
対
す
る
義
援
金
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　

参
加
し
た　

人
に
よ
り
、お
よ
そ

29

3
時
間
に
わ
た
り
続
け
ら
れ
た
活
動

で
集
ま
っ
た
義
援
金
は
、　

万
4
3

20

3
1
円
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
後
は
、

市
の
各
庁
舎
で
集
め
て
い
る
義
援
金

と
協
同
し
、共
同
募
金
会
を
通
し
て

被
災
地
に
全
額
寄
付
し
ま
し
た
。

　

烏
山
高
校
2
年
で
福
祉
委
員
会
副

委
員
長
を
務
め
る
室
井
希
美
香
さ
ん

（
旭
2
丁
目
）は
、「
た
く
さ
ん
の
人
が

募
金
に
協
力
し
て
く
れ
て
、心
が
温

か
く
な
っ
た
。熊
本
地
方
の
い
ち
早

い
復
興
を
願
っ
て
い
ま
す
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

烏
山
線「
ア
キ
ュ
ム
」に  
子
ど
も
た
ち
の
絵
画
を
展
示
中

JR

那
須
烏
山
市
と
高
根
沢
町
で
は
、5
月
5

　

那
須
烏
山
市
と
高
根
沢
町
で
は
、5
月
5
日日　

、、
（木・祝）（木・祝）

「「　

烏
山
線
沿
線
ウ
ォ
ー
ク
」を
開
き
ま
し
た

烏
山
線
沿
線
ウ
ォ
ー
ク
」を
開
き
ま
し
た
。。

JRJR絶
好
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
日
和
と
な
っ
た
当
日
は

　

絶
好
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
日
和
と
な
っ
た
当
日
は
、、

市
内
外
か
ら
2
3
1
人
が
参
加
。宝
積
寺
駅
を

市
内
外
か
ら
2
3
1
人
が
参
加
。宝
積
寺
駅
を
午午

前
9
前
9
時時　

分
に
順
次
出
発
し
た
一
行
は
、沿
線

分
に
順
次
出
発
し
た
一
行
は
、沿
線
のの

3030

各
駅
で
七
福
神
ス
タ
ン
プ
を
押
印
し
な
が
ら
終

各
駅
で
七
福
神
ス
タ
ン
プ
を
押
印
し
な
が
ら
終
点点

の
烏
山
駅
を
目
指
し
ま
し
た
。大
金
駅
や
滝
駅
、

の
烏
山
駅
を
目
指
し
ま
し
た
。大
金
駅
や
滝
駅
、烏烏

山
駅
で
は
、同
日
行
わ
れ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
を

山
駅
で
は
、同
日
行
わ
れ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
を
楽楽

し
む
参
加
者
な
ど
も
み
ら
れ
、充
実
し
た
1
日

し
む
参
加
者
な
ど
も
み
ら
れ
、充
実
し
た
1
日
をを

過
ご
し
ま
し
た

過
ご
し
ま
し
た
。。

な
お
、烏
山
駅
ま
で

　

な
お
、烏
山
駅
ま
で（（　
・
6
㎞

・
6
㎞
）最
終
到
着
は
午

）最
終
到
着
は
午

2222

後
4
後
4
時時　

分
で
し

分
で
し
たた
。。

5050

龍
J
I
N
・
烏
山
高
生
・
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

熊
本
地
震
の
義
援
金
を
呼
び
か
け

　

5
月　

日
松
、七
合
小
学
校
で
春
季
大

14

運
動
会
が
開
か
れ
、保
護
者
や
地
域
住
民

が
見
守
る
中
、熱
い
紅
白
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　
「
と
ど
け
よ
う　

あ
き
ら
め
ず　

助
け

合
え
る　

七
合
魂
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
、徒
競
走
や
障
害
物
競
走
、ダ
ン
ス
な
ど

　

種
目
が
行
わ
れ
、真
剣
に
競
技
す
る
子

22ど
も
た
ち
に
、保
護
者
な
ど
か
ら
熱
い
声

援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

上：5・6年生による恒例の七合ソー
ラン／下：上手にバトンタッチ。

上
：
入
選
者
に
大
谷
市
長
か
ら
表
彰
状
が
手

渡
さ
れ
る（
表
彰
式
よ
り
）／
下
：
ア
キ
ュ
ム

車
内
に
展
示
さ
れ
た
作
品
。

義援金を呼びかける烏山高生たち義援金を呼びかける烏山高生たち。。
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4
月　

日
松
、横
枕
青
年
団（
鈴
木

30

理
一
郎
ど
ろ
リ
ン
ピ
ッ
ク
実
行
委
員
長
）に

よ
る「
第
4
回
ど
ろ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」が

横
枕
公
民
館
付
近
の
水
田
で
開
か
れ
、

県
内
外
か
ら
約
4
0
0
人
が
訪
れ
ま

横
枕
で
第
4
回
ど
ろ
リ
ン
ピ
ッ
ク

し
た
。

　

種
目
は
、恒
例
の「
自
転
車
一
本
橋

渡
り
」、「
障
害
物
競
走
」、「
か
け
っ
こ

d
e
イ
ス
取
り
宝
探
し
ゲ
ー
ム
」の

3
つ
。泥
に
足
を
と
ら
れ
悪
戦
苦
闘

　

4
月　

日
松
、ほ
た
る
の
里
の
古

23

民
家
お
お
ぎ
す
で
、ブ
ル
ー
グ
ラ
ス

ス
ロ
ー
キ
ャ
ン
プ
実
行
委
員
会（
古

川
修
実
行
委
員
長
）に
よ
る「
第
1
回
世

界
民
族
音
楽
交
流
祭
」が
行
わ
れ
、市

内
外
か
ら
訪
れ
た
約
1
3
0
人
の
観

客
が
独
特
な
音
楽
の
世
界
に
酔
い
し

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、県
内
外
で
活
動
す
る
音

楽
演
奏
家
た
ち
が「
ブ
ル
ー
グ
ラ
ス
」、

「
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
」、「
ジ
ャ
ズ
」と

い
っ
た
世
界
各
国
の
民
族
音
楽
を
披

し
な
が
ら
も
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
競
技
を

楽
し
み
ま
し
た
。司
会
に
は
、よ
し
も

と
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
エ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
所
属
の「
G
O
！
皆
川
」と
栃
木

県
住
み
ま
す
芸
人
の「
上
原
チ
ョ
ー
」

が
登
場
し
、会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。

　

ま
た
、模
擬
店
で
は
、同
青
年
団
に

よ
る
焼
き
そ
ば
や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、

み
つ
わ
工
房
の
パ
ン
な
ど
が
販
売
さ

れ
、多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
た
め
に
岡
山
県
か
ら
訪

れ
た
高
橋
七
奈
さ
ん
は
、「
泥
に
ま
み

れ
る
こ
と
は
普
段
な
い
の
で
い
い
経

験
に
な
っ
た
。ま
た
来
た
い
」と
笑
顔

で
話
し
て
い
ま
し
た
。

ダイナミックに泥にまみれる参加者ダイナミックに泥にまみれる参加者。。

世界各国の民俗音楽が披露された交流祭世界各国の民俗音楽が披露された交流祭。。

　

生
涯
野
球
烏
山
ス
ネ
ー
ク
ス（
滝

田
正
代
表
）主
催
の
第
5
回
東
日
本
選

抜
グ
ラ
ン
ド
古
希
軟
式
野
球
大
会
が
、

5
月
6
日
晶
か
ら
8
日
掌
に
か
け
て
、

緑
地
運
動
公
園
で
開
か
れ
、県
内
外

か
ら
訪
れ
た　

チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰

17

り
広
げ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、　

歳
以
上
の「
古
希
の

70

部
」と
、　

歳
以
上
の「
グ
ラ
ン
ド
古

75

希
の
部
」の
2
部
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

烏
山
ス
ネ
ー
ク
ス
は
、グ
ラ
ン
ド
古

希
の
部
で
、2
回
戦
を
勝
ち
抜
き
、決

勝
戦
へ
と
駒
を
進
め
ま
し
た
が
、群

馬
県
の
伊
勢
崎
フ
レ
ン
ド
に
8
対
7

で
惜
し
く
も
破
れ
、2
位
と
い
う
成

績
を
残
し
ま
し
た
。

　

滝
田
代
表
は
、「
チ
ー
ム
が
結
成
し

て　

年
。勝
ち
負
け
じ
ゃ
な
く
、こ
の

50
メ
ン
バ
ー
で
で
き
る
喜
び
を
大
切
に

し
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

古
民
家
お
お
ぎ
す
で
世
界
音
楽
交
流
祭

独
特
な
音
楽
の
世
界
に
酔
い
し
れ
る

泥の中でも素早い動きをみせる子どもたち泥の中でも素早い動きをみせる子どもたち。。

古
希
野
球
大
会
県
内
外
か
ら　

チ
ー
ム
集
う

17

白熱した戦いが繰り広げられた古希野球大会白熱した戦いが繰り広げられた古希野球大会。。
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露
。ま
た
、市
内
で
活
動
す
る「
石
の

蔵
ビ
ュ
ー
ス
タ
ジ
オ
」の
演
奏
が
始

ま
る
と
、大
谷
範
雄
市
長
が
飛
び
入

り
参
加
で
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
演
奏
し
、

観
客
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

烏
山
高
校
3
年
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
の

永
山
楓
奈
さ
ん（
野
上
）が
、様
々
な
大
会

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

3
月　

日
松
か
ら　

日
捷
に
静
岡
県

26

28

で
行
わ
れ
た「
平
成　

年
度
J
O
C

27

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
第　
34

　

5
月
3
日　
に
小
山
市
県
南
体

（火・祝）

育
館
で
開
か
れ
た「
第　

回
栃
木

35

県
空
手
道
少
年
錬
成
大
会
」に
出

場
し
た
選
手
の
う
ち
、3
人
が
優

秀
な
成
績
を
収
め
、関
東
・
全
国
大

会
への
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

南
那
須
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
に
所
属
す
る
南
那
須
中
3
年
の

田
﨑
裕
乃
選
手（
上
川
井
）は
、中
学

生
女
子
形
で
優
勝
。8
月　

日
晶

26

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
で
大
活
躍

烏
山
高
校
3
年

永
山
楓
奈
選
手

か
ら　

日
掌
に
新
潟
県
で
開
か
れ
る

28

「
第　

回
全
国
中
学
生
空
手
道
選
手

24
権
大
会
」、そ
し
て
、　

月
8
日
松・
9

10

日
掌
に
群
馬
県
で
開
か
れ
る「
第　

回
19

関
東
中
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会
」

に
出
場
し
ま
す
。

　

田
﨑
選
手
は
、「
中
学
生
と
し
て
は

最
後
の
全
国
大
会
に
な
る
。栃
木
県
代

表
と
し
て
一
生
懸
命
頑
張
り
た
い
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、白
堊
会
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
に
所
属
す
る
境
小
3
年
の
大
輪

莉
央
奈
選
手（
下
境
）が
小
学
3
年
生

女
子
組
手
で
準
優
勝
。七
合
小
1
年

の
荒
井
萌
維
選
手（
興
野
）が
小
学
1

年
生
女
子
組
手
で
第
3
位
と
な
り
、

7
月
3
日
掌
に
茨
城
県
で
開
か
れ
る

田
﨑
裕
乃
選
手・
大
輪
莉
央
奈
選
手・
荒
井
萌
維
選
手

空
手
道
で
関
東
・
全
国
へ
の
切
符
勝
ち
取
る

回
全
国
高
等
学
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
抜

大
会
」で
は
、3
回
戦
ま
で
進
出
。5
月

8
日
掌
に
馬
頭
高
校
を
会
場
に
し
て
行

わ
れ
た「
県
高
校
総
体
関
東
高
校
県
予

選
会
」で
は
見
事
優
勝
し
、6
月
に
関
東

大
会
を
控
え
て
い
ま
す
。

　

歴
代
の
先
輩
た
ち
の
活
躍
に
憧
れ
て

高
校
か
ら
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
を
始
め
た
と

い
う
永
山
選
手
。現
在
は
、副
部
長
を
務

め
、実
力
向
上
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、新

た
に
入
部
し
た
1
年
生
の
指
導
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。そ
ん
な
永

山
選
手
の
目
標
は
、「
高
校
生
活
で
1
番

大
き
な
大
会
と
な
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
、

団
体
・
個
人
と
も
出
場
し
、入
賞
す
る
こ

と
」。ま
ず
は
、6
月　

日
掌

に
行
わ
れ

19

る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
県
予
選
に
部
員
全
員

で
挑
み
ま
す
。

真剣な表情で弓を引く永山さん（左）真剣な表情で弓を引く永山さん（左）。。

　

古
川
実
行
委
員
長
は
、「
こ
の
古
民

家
の
雰
囲
気
に
音
楽
が
マ
ッ
チ
し
て

と
て
も
良
い
。今
後
も
こ
の
よ
う
な

音
楽
祭
を
開
き
た
い
」と
話
し
て
い

ま
し
た
。

「
第
5
回
関
東
少
年
少
女
空
手
道
選

手
権
」に
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。な

お
、大
輪
選
手
は
、8
月
6
日
松・
7

日
掌
に
東
京
都
で
開
か
れ
る「
第　

回
16

全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大

会
」に
も
出
場
し
ま
す
。

　

荒
井
選
手
の
目
標
は
、「
優
勝
を
目

指
し
て
頑
張
る
こ
と
」。大
輪
選
手
は
、

「
レ
ベ
ル
の
高
い
関
東
・
全
国
大
会
で
も

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、得
意

技
を
出
せ
る
よ
う
に
し
た
い
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

田﨑選手田﨑選手。。

全
日
本
珠
算
技
能
競
技
大
会
に
出
場

烏
山
小
2
年

檜
山
雅
友
さ
ん

　

そ
ろ
ば
ん
塾
N
I
C
ス
ク
ー
ル
大

金
教
室
に
通
う
烏
山
小
2
年
の
檜

山
雅
友
さ
ん（
南
1
丁
目
）が
、7
月　
30

日
松
に
東
京
都
で
行
わ
れ
る「
第　

回
35

全
日
本
珠
算
技
能
競
技
大
会（
公
益
社

団
法
人
全
国
珠
算
学
校
連
盟
）」に
小
学
生

の
部
の
栃
木
県
代
表
と
し
て
出
場
し

ま
す
。

　

競
技
は
、個
人
、団
体
、読
上
算
、読

上
暗
算
、フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗
算
の
5
種
目
。

小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
約
3
0
0
人

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
で
大
活
躍

烏
山
高
校
3
年

永
山
楓
奈
選
手

が
集
い
日
本
一
を
決
め
る
大
き
な
大

会
で
す
。栃
木
県
の
枠
は　

人
。檜
山

12

さ
ん
は
、県
予
選
を
見
事
突
破
し
、栃

木
県
で
は
大
会
始
ま
っ
て
以
来
の
最

年
少
で
の
出
場
と
な
り
ま
す
。

　

3
年
前
か
ら
そ
ろ
ば
ん
塾
に
通
い

始
め
た
檜
山
さ
ん
は
、現
在
、暗
算
5

段
、珠
算
準
1
級
の
腕
前
。大
会
に
向

け
て
、「
本
番
ま
で
に
点
数
を
上
げ
て
、

入
賞
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
」と
笑

顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

入賞を目指す檜山さん入賞を目指す檜山さん。。

大輪選手（左）、荒井選手（右）大輪選手（左）、荒井選手（右）。。
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市の人口

編
集
後
記

編
集集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

着図書

※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。

○
今
月
号
は
お
届
け
す
る
情
報

が
盛
り
だ
く
さ
ん
の「
広
報
な
す

か
ら
す
や
ま
」。ど
う
や
ら
今
後

の
予
定
を
み
て
も
盛
り
だ
く
さ

ん
に
な
り
そ
う
な
予
感
…
。そ
う
、

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
市
内
で
イ
ベ
ン
ト
が

盛
ん
に
開
か
れ
ま
す
よ
ー
！

○
今
月
は
市
内
各
地
で
ホ
タ
ル
鑑
賞
会
。

来
月
は
山
あ
げ
祭
。再
来
月
は
い
か
ん
べ

祭
…
と
、そ
の
他
に
も
い
っ
ぱ
い
！
イ
ベ

ン
ト
情
報
は
、お
知
ら
せ
版
で
チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
！
特
に
土
日
は
多

い
で
す
。広
報
担
当
は
大
忙
し
…
猫
の
手

も
借
り
た
い
く
ら
い（
笑
）。

○
猫
と
い
え
ば
、最
近
、父
が
家
で
飼
っ
て

い
る
猫
と
会
話
を
し
て
い
る
ん
で
す
。父

「
お
は
よ
う
。お
腹
す
い
た
か
？
」猫「
に
ゃ

〜
」父「
に
ゃ
〜
、じ
ゃ
分
か
ら
な
い
よ
。

ま
っ
た
く
、い
つ
も
そ
れ
し
か
言
わ
な
い

ん
だ
か
ら
〜
」と
。ブ
ツ
ブ
ツ
ブ
ツ
ブ
ツ
。

○
い
つ
か
我
が
家
の
猫
は
、「
飯
く
れ
」と

か
喋
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
…

赤
ち
ゃ
ん
名　
　
（
保
護
者
）
住　
  
所

倉　

堀　
 
奏 　
 
真 （
直
樹
・奈
津
木
）旭
1
丁
目

そ
う 

ま

髙　

久　
 
愛  
乃  
香 （
修
一
・め
ぐ
み
）旭
2
丁
目

の 

の 

か

小　

川　
 
華 　
 
凜 （
登
士
夫・
仁
美
）野　
　

上

か 

り
ん

平　

野　
 
真 　
 
珠 （
悦
之
・
倫
后
）野　
　

上

ま 

じ
ゅ

盤　

野　
 
陽  
葉  
里 （
孝
雄
・さ
お
り
）滝　
　

田

ひ 

よ 

り

髙　

坂　
 
春 　
 
陽 （
英
樹
・
明
美
）田
野
倉

は
る 

ひ

角　

田　
 
直 　
 
人 （
朝
春
・
梨
紗
）東　
　

原

な
お 

と

寺　

島　
 
彩 　
 
恵 （
貴
之
・
京
子
）高　
　

瀬

あ
や 

え

武　

藤　
 
慎 　
 
祐 （
宏
明
・
絵
菜
）南
大
和
久

し
ん 

ゆ
う

※
こ
こ
で
は
、保
護
者
等
の
了
解
が
得
ら
れ
た
情

報
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
め
で
た

お
め
で
た

　市社会福祉協議会「あすなろ」に在籍す
る和久文雄さんが描いた作品を烏山庁舎
市長室で展示しています。これは、和久さ
んが多くの人に作品を見てもらおうと、
始めたものです。展示している作品は「第
3回きょうされんグッズデザインコン
クール」で入賞した作品「エスカレーター
の人たち」。今後も、定期的に新しい作品
を展示する予定です。

和久文雄さんの作品を
市役所で展示しています

●
第　

回
市
民
野
球
大
会（
4
月　

日
掌
、　

日
掌
、

11

10

17

烏
山
野
球
場
他
）

▽
優
勝
：
藤
田
ク
ラ
ブ　

▽
準
優
勝
：
烏
山

レ
ッ
ド
Ｓ
Ｏ
Ｘ　

▽
第
3
位
：
侍
、Ｋ
Ｓ
ベ

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

ス
ポポ
ー
ツ
の
結
果

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

ア
ー
ズ

●
第　

回
那
須
烏
山
市
弓
道
大
会（
4
月　

日　

、

11

29

（金・祝）

烏
山
弓
道
場
）

【
近
的
生
徒
の
部
】▽
優
勝
：
小
林
雄
樹（
烏
山

高
）　

▽
準
優
勝
：
高
橋
美
音（
烏
山
高
）　

▽
第

3
位
：
市
川
絢
菜（
烏
山
高
）

【
近
的
一
般
女
子
の
部
】▽
優
勝
：
高
梨
君
子

▽
準
優
勝
：
秋
元
武
子　

▽
第
3
位
：
星
眞

喜
子

【
近
的
一
般
男
子
の
部
】▽
優
勝
：
塩
田
良
平

▽
準
優
勝
：
雫
由
起
男　

▽
第
3
位
：
塩
田

平
一

【
大
的
乱
点
】▽
優
勝
：
高
橋
美
音（
烏
山
高
）　

▽
準
優
勝
：
市
川
絢
菜（
烏
山
高
）　

▽
第
3

位
：
益
子
侑
里
香（
烏
山
高
）

●
第　

回
栃
木
県
空
手
道
少
年
練
成
大
会

35

（
5
月
3
日　

、小
山
市
県
南
体
育
館
）

（火・祝）

【
小
学
1
年
生
女
子
組
手
】▽
第
3
位
：
荒
井

萌
維（
白
堊
会
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

【
小
学
2
年
生
男
子
組
手
】▽
敢
闘
賞
：
五
十

嵐
大
夢（
白
堊
会
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

【
小
学
3
年
生
女
子
組
手
】▽
準
優
勝
：
大
輪

莉
央
奈（
白
堊
会
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

【
小
学
6
年
生
自
由
組
手
】▽
第
4
位
：
片
岡

愛
裕（
南
那
須
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

【
中
学
生
女
子
形
】▽
優
勝
：
田
﨑
裕
乃（
南
那

須
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

・
加
藤
泰
正
様（
愛
知
県
清
須
市
）か
ら
1
万
円

が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

・
岩
崎
泰
治
様（
神
奈
川
県
横
浜
市
）か
ら
1
万

円
が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

・
匿
名
希
望
者
様　

人
か
ら　

万
円
が
寄
付

25

25

さ
れ
ま
し
た
。

■
社
会
福
祉
事
業
寄
付
金

・
網
野
榮
様（
下
川
井
）か
ら　

万
円
が
寄
付

10

さ
れ
ま
し
た
。

ごご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す作品「エスカレーターの人たち」。

どろだらけでも気にしない！
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http://www.lib-nasukarasuyama.jp/

南那須図書館　☎0287-88-2748　Fax88-0204
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Information

市の人口市のの人人口市の人口市の人口

編
集
後
記

新新新着着着着図図図図書書書書
2016.5.1現在
（　）対前月比

※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。

男
出生
転入

13,228 女
死亡
転出

13,481

人口 26,709（－86）

世帯数 9,467

39
121

12
62

★一般図書★
『ニュースで学べない日本経済』大前　研一
『ローカル仕事図鑑』　　　ＤＥＣＯ
『家族という病 2』　　　下重　暁子
『子どものスマホ・トラブル対応ガイド』

安川　雅史
『ママ、もっと自信をもって』中川　李枝子
『食材の栄養素を最大限に引き出す
便利帖』　　　　　  五十嵐　ゆかり
『もっとつくおき』　　ｎｏｚｏｍｉ
『ゼロから始める！「民泊ビジネス」
の教科書』　　　　　　  川畑　重盛
『伊達の企て』　　　　　近衛　龍春
『市立ノアの方舟』　　　佐藤　青南
『アルパカ探偵、街をゆく』　喜多　喜久
『桜おこわ』　　　　　和田　はつ子

★児童図書★
『はっけんずかんきょうりゅう』   真鍋　真

『ライオンのこども』
　　　ガブリエラ　シュテープラー
『かざろう！あそぼう！ほんわかお
もちゃ』　　　　　　　　  芳賀　哲
『かわいいいきものおりがみ』丹羽　兌子
『少年探偵　響』　　　　　秋木　真
『ちゃんと言わなきゃ』　小林　深雪
『おばけのばけひめちゃん』
　　　　　　　　たかやま　えいこ
『うふふ』　　　　　　二宮　由紀子
『ピヨピヨおばあちゃんのうち』
　　　　　　　　　　工藤　ノリコ
『わかってるもん』ひろかわ　さえこ
『ヒックゴロゴロはっくしょんひめ』
　　　　　　　　　　　　グデュル
『みつけてくれる？』　松田　奈那子
『いちばんしあわせなおくりもの』宮野　聡子
『ぞうちゃんとねずみちゃん』三浦　太郎

俳　

句

齋
藤　
　

穂　

選

芸
コ
ー
ナ
ー

芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸
コ
ー
ナ
ー

作品
募集

毎
月　

日
ま
で
に
、総
合
政
策
課
広
報
統
計
グ
ル
ー
プ

１０

（
〒
３
２
１−

０
６
９
２
那
須
烏
山
市
中
央
１
丁
目

１
番
１
号
）あ
て
、郵
送
で
作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

遺
す
か
も
遺
さ
る
る
か
も
花
菜
漬

水
井　

陽
子（　

南　

）

庭
先
に
歴
史
を
語
る
桜
か
な

髙
野　

久
子（
大　

桶
）

新
緑
や
修
学
旅
行
急
ぎ
足

須
田　

孝
子（
城　

東
）

シ
ャ
ッ
タ
ー
に
収
り
き
れ
ぬ
藤
の
花

髙
徳　

美
井（
大　

金
）

川　

柳

篠
崎　

酔
月　

選

嫁
が
き
て
や
っ
と
卒
業
台
所

吉
澤　

恒
子（
落　

合
）

入
院
の
ベ
ッ
ド
が
狭
く
長
い
夜白

寄　

多
美（
小
木
須
）

美
男
子
の
勢
い
相
撲
盛
り
上
げ
る関　

元
氣（
小　

塙
）

子
に
は
子
の
言
訳
が
あ
り
ま
だ
独
り

川
俣　

登
志
子（　

旭　

）

短　

歌

福
澤　

悦
子　

選

廃
校
の
母
校
の
空
を
見
上
げ
れ
ば
十
五
の
君
と
ひ
と

ひ
ら
の
雲　
　
　
　
　
　
　

柳　

つ
し
ま（
中　

央
）

幾
度
か
足
を
運
び
て
つ
い
に
今
日 
川  
蝉 
を
撮
る
霧
の

か
わ 
せ
み

水
辺
に　
　
　
　
　
　
　
　

須
藤　

ヤ
ス（
志　

鳥
）

わ
が 
齢 
か
え
り
み
る
こ
と
な
か
り
し
を
作
減
ら
し
余

よ
わ
い

裕
を
も
て
と
娘
は
言
う　

水
上　

キ
ヨ
子（
志　

鳥
）

終
活
は
死
に
方
で
は
な
く
生
き
方
と
教
え
ら
れ
た
り

新
聞
記
事
に　
　
　
　
　
　

安
藤　

伯
麗（　

旭　

）

安心と信頼いつまでも！
三井住友海上代理店

（有）しおや保険事務所
◇損害保険：GKくるま、GKすまい、企業総合賠責
◇生命保険：総合収入保障、ガン保険、年金、介護
■問合　〒321－0526　那須烏山市田野倉383
　　　　　緯 0287－88－9870
　　　　FAX 0287－88－0234

■
掲
載
基
準

位　

置
：
各
ペ
ー
ジ
の
最
下
段（
表
紙
除
く
）

サ
イ
ズ
：
縦
4
・
7
㎝
×
横
8
・
4
㎝

料　

金
：
単
色　

1
回
5
千
円

　
　
　
　

カ
ラ
ー
1
回
1
万
円（
裏
表
紙
）

申　

込
：
掲
載
希
望
の
前
月　

日
ま
で

10

　

詳
し
く
は
、総
合
政
策
課
広
報
統
計

グ
ル
ー
プ（
緯
0
2
8
7－

　

－

1
1
1
2
）ま

83

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
広
報
お
知
ら
せ
版
」へ
の
広

告
掲
載
や
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
バ
ナ
ー
広
告
掲
載
も
同
時
に
募
集
し

て
い
ま
す
。

広
告
掲
載
募
集
中



シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

烏
山
高
校
っ
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
！ 

〜
部
活
動
を
知
ろ
う
編
〜

烏
山
高
校
っ
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
！ 

〜
部
活
動
を
知
ろ
う
編
〜

烏
山
高
校
っ
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
！ 

〜
部
活
動
を
知
ろ
う
編
〜

野
球
部
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広報
2016.6

－
 N
o.129 －

な
す
か
ら
す
や
ま

編
集　

総
合
政
策
課　
         
〒
3
2
1－

0
6
9
2 
那
須
烏
山
市
中
央
1
丁
目
1
番
1
号　

緯
0
2
8
7－

　

－

1
1
1
2

83

　

広
報「
な
す
か
ら
す
や
ま
」で
は
、烏
山
高
校
の
部
活
動
で
頑
張

る
生
徒
を
紹
介
し
ま
す
！

　

高
校
野
球
と
い
え
ば
、「
甲
子
園
」。烏
山
高

校
野
球
部
で
は
、7
月
9
日
松
に
開
幕
す
る

「
第　

回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
栃
木
大
会
」

98
に
向
け
て
、部
員　

人
が
一
丸
と
な
り
練
習

22

を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

秋
の
県
大
会
で
は
2
回
戦
敗
退
、春
の
大

会
で
も
地
区
予
選
2
回
戦
敗
退
と
悔
し
い
思

い
を
し
た
部
員
た
ち
。目
標
は
、も
ち
ろ
ん

「
夏
の
大
会
優
勝
」で
す
。マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら

は
、「
悔
し
涙
で
は
な
く
、笑
顔
が
見
た
い
！
」

と
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。「
ま
だ
ま
だ
の

チ
ー
ム
で
す
が
、中
学
生
か
ら
も
魅
力
を
感

じ
て
も
ら
え
る
部
に
し
た
い
」と
話
す
顧
問

の
神
山
雅
先
生
。甲
子
園
に
懸
け
る
高
校
球

児
の
姿
を
こ
の
夏
、目
に
焼
き
付
け
ま
し
ょ
う
。

3年（藤田）
小川翔太キャプテン

　夏の大会に向けて、
守備・打撃ともに強化
をしています。那須烏
山市の期待と希望を背
負って良い試合ができ
るように頑張りますの
で、ぜひ応援にいらし
てください。よろしく
お願いします！

　

鳴
井
山
の
名
で
親
し
ま
れ
、五
穀
豊

 
穣 
と
雷
神
信
仰
で
知
ら
れ
る
月
次
の
加

じ
ょ
う茂

神
社
の
例
大
祭
が
5
月　

日
掌
に
行

15

わ
れ
、多
く
の
見
物
客
が
見
守
る
な
か
、

育
成
会
や
地
域
の
商
業
団
体
、農
業
団

体
な
ど
に
よ
り　

の 
梵 
天
が
奉
納
さ
れ

ぼ
ん

14

ま
し
た
。

　

雨
乞
い
の
信
仰
で
有
名
な
加
茂
神
社

に
は
、「
ど
ん
な
干
ば
つ
の
と
き
で
も
涸

れ
な
い
湧
水
が
あ
り
、こ
の
霊
水
を
借

り
て
雨
乞
い
す
る
と
必
ず
雨
が
降
る
」

と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
、古
く
か
ら

多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、晴
天
の
中
、法
被
姿
の
参
加

者
た
ち
が 
孟  
宗 
竹
を
根
ご
と
掘
り
起
こ

も
う 
そ
う

し
た
約　

ｍ
の
梵
天
を
担
い
で
矢
崎
部

10

品
㈱
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
約　

㎞
を
練

1.5

り
歩
き
ま
し
た
。そ
し
て
、鳥
居
を
く

ぐ
っ
た
と
こ
ろ
で
梵
天
を
何
度
も
天
高

く
振
り
上
げ
た
あ
と
、3
0
0
ｍ
あ
ま

り
の
参
道
を
一
気
に
駆
け
上
が
り
奉
納

し
ま
し
た
。境
内
で
は
、 巫  
女 
舞
や
ま
き

み 

こ

餅
が
行
わ
れ
、多
く
の
地
域
住
民
や
子

ど
も
た
ち
が
押
し
寄
せ
ま
し
た
。　

加茂神社で

梵天奉納

上：梵天を何度も天高く振り上げる参加者。
下：大勢の人が押し寄せたまき餅。


